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【概要】進級指導教室昨今，学校現場において情報通信技術に関するトラブルが多発している。これらに対

応するため，様々な組織が手引書や，教材を提案している。そこで本研究は，近年の教育現場における情報

モラル教育に関する実践や国が提案する施策を分類・整理し，情報モラル教育の在り方を検討する基本的知

見を得ることを目的とした。また，そこで得られた知見を基に，情報モラルに関する教員研修を実施すると

共に，発達段階に応じた指導内容を検討した。

【キーワード】情報モラル教育，発達段階，学習指導，情報技術

１　緒言

　情報社会の進展に伴い，電子メールや SNSを用いた誹

謗中傷や児童・生徒が犯罪の被害者，加害者になるこ

とが社会問題になっている。そのため，児童・生徒の

情報モラルを高めることが急務となっている 1）。

　これまで，文部科学省が 2008 年 7月に策定した「教

育振興基本計画」2）や 2009 年 4月から施行された「青

少年が安全に安心してインターネットを利用できる環

境の整備等に関する法律」3）など，国がそれらの指針を

出している。また，同様に関連する教育委員会や一般

社団法人，公益社団法人，企業から，情報モラルに関

する様々な方針が示され，それらが学校教育などで実

践されるようになってきている。

　学習指導要領における情報モラルに関する指導につ

いて調べてみると，総則において，情報モラルを「情報

社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」

と定義が示されている 4）。またその中に，具体的な指導

内容も示され，「情報に関する自他の権利を尊重して責

任ある行動を取る態度。情報社会におけるルールやマ

ナー，法律があることを理解し，それらを守ろうとす

る態度」，「情報社会の一員として公共的な意識を持ち，

適切な判断や行動を取る態度」，「情報社会の危険から

身を守り，危険を予測し，被害を予防する知識や態度」，

「生活の中で必要となる情報セキュリティの基本的な考

え方，情報セキュリティを確保するための対策・対応

についての知識」が示されている 5）。

　それらに関連して，例えば，小学校道徳 6）の目標の

中で，「主として集団や社会とのかかわりに関すること」

や，小学校の総合的な学習の時間の指導計画の作成と

内容の取り扱い 7）の中に，「自分自身に関すること，他

社や社会とのかかわりに関することなどの視点を踏ま

えること。」と記され，学校の実態に応じて情報につい

ての学習活動を展開することが進められている。

　また，中学校技術・家庭科（技術分野）の情報に関

する技術の中で，「情報通信ネットワークと情報モラル」

が設定され“(1) 情報通信ネットワークと情報モラルに

ついて，次の事項を指導する。イ　情報通信ネットワー

クにおける基本的な情報利用の仕組みを考えること。ウ

　著作権や発信した情報に対する責任を知り，情報モ

ラルについて考えること。エ 情報に関する技術の適切

な評価・活用について考えること。”が示され情報通信

ネットワークと情報モラル学習が進められている 8）。

　さらに，高等学校共通教科情報においては，「情報と

社会」の中の“(2) 情報通信ネットワークとコミュニケー

ション　イ　情報通信ネットワークの仕組み”が示さ

れ，ここでは，電子メールや Webサイトなどを取り上げ，

これらの信頼性，利便性について示されている。また，

“ウ　情報通信ネットワークの活用とコミュニケーショ

ン”では，実習を中心に扱い，情報の信憑性や著作権

への配慮について自己評価させる活動を取り入れられ

ている 9）。

　これらの学習指導要領における情報モラルの取り扱

いは，特別な教科道徳と他の教科との関連を持たせな

がら，指導することが大切であると考えられる。　

  また，情報モラルを枠組み的に捉えた先行研究（実践

研究を除く）を調べてみると，玉田・松田（2004）10）は，

道徳的規範知識，情報技術の知識，合理的判断の知識と

いう「3種の知識」の組み合せによる情報モラル指導法

の教育効果を事例中心の指導法を具体的に提案してい

る。さらに，玉田・松田（2014）11）は，上記の研究を受け，

学校の教員が身に付けるべき情報モラルに関する学習

内容をまとめている。
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　一方，宮川・森山（2011）12）は，道徳的規範意識と

情報モラルに対する意識との関係を中学校学習指導要

領の解説「総則編」を基に，それらに示された情報モラ

ルの考え方を整理し，国の方向性を明らかにしている。

　石原（2011）13）は，1980 年代以降から実践されるよ

うになった情報モラル教育の変遷を検討し，情報モラ

ル教材の教育的効果を検討するなど，学校教育での実

践の経緯を調査している。

　陣内ら (2016)14）は，教育委員会と連携し組織的に情

報モラル教育を道徳の授業中で提案する事例を提案し

ている。１つの科目を通しての情報モラル教育の指針

と捉えることができる。

　このように情報モラル教育は，社会的な背景や歴史，

道徳のモラルなどの関係が検討されている。そのため，

情報モラル教育を検討するには，情報モラルに関する国

の政策や教育方針に関する提案を歴史的に整理すると

共に，教育現場で実施されている情報モラル教育の内

容を確認することは，極めて重要であると考えられる。

さらに，現在の教員が情報モラルをどのように捉えて

いるかの意識の確認は，今後の情報モラル教育を推進

するための基本的な知見となり得る。そこで本研究は，

次節以降，情報モラル教育に関わる国の方針，情報モ

ラルに対する実践研究を整理すると共に，教員の情報

モラルに関する意識を調査し，これらを基に情報モラ

ル教育を系統的に進めるための基本的知見を整理する

こととした。

２　情報モラル教育に関わる国の方針

　情報モラルに関する各種提案に関して表１に，年代

ごとに整理した。

　1999 年には，「インターネット活用ガイドブック」15）

を，文部省委託事業の１つとしてコンピュータ教育開発

センター（CEC）が提案し，教員が情報モラル教育をど

のように教えるべきかを“ネットワーク社会の光と影”，

“影の問題の把握”，“学校や教師の対応”，“問題発生時

の対応”の観点からガイドブックとしてまとめた。

　2000 年には ,「インターネット活用のための情報モラ

ル指導事例集」16）を，文部省委託事業の１つとしてコ

ンピュータ教育開発センター（CEC）が提案し，“情報モ

ラルの育成の必要性”，“情報モラル育成のための指導の

在り方”，“Webページや電子メール”，“セキュリティ”，

“人間関係や心身の健康に関する問題と展開例”などを

まとめた。

　2001 年には ,一般社団法人日本教育情報化振興会が

情報モラルと情報安全について，アニメーションで学べ

る教材として“ネット社会の歩き方 (2005，2011，2015

年改訂 )”を制作した 17）。インターネットで行われてい

る様々なサービスの正しい使い方を知り，失敗の事例

からトラブルを避ける方法を知るケーススタディ（事

例研究）を通して，ネット社会で正しく安全に過ごす

ための考え方と態度を育成することを目的とした。

　2002 年には ,文部省委託事業の１つとして，学校に

おける IT活用等の推進に係る事業（情報教育の改善に

資する調査研究）委託事業が情報化が子どもに与える

影響（ネット使用傾向を中心として）に関する報告書
18）としてまとめた。この報告書には，インターネット

依存や，各種課題をケーススタディでまとめている。

　また，児童・生徒・保護者・教師に対するアンケー

ト調査を行い，それらの分析結果も示されている。

　2003 年には，情報モラルサポートセンターが，「情報

モラルの指導」19）に関する授業の実践を Web において

授業場面の動画を公開した。また，学校全体，教育セ

ンター，教育委員会での取り組みや家庭への対応など

参考となる事例を提供している。

　2004 年には，情報モラル教育の実施状況についてコ

ンピュータ教育開発センターが全国調査をした。また

同年，2004 年には「情報モラルに関する調査報告書」
20）がコンピュータ教育開発センターからまとめられた。

これらの内容は，“指導の必要性”，“インターネットの

利用環境および利用状況，児童生徒の情報モラル習得

状況”，“これまでの国レベルの施策”，“指導の現状と既

存施策の評価”，“今後の施策の在り方”，“情報モラルに

関するアンケート結果”が示されている。

　2005 年には，教員研修センターがインターネットを

活用する上で気をつければならないことを考えたり学

習したりするために情報モラル研修教材 21）が制作され

た。体験から学ぶ教材・事例から学ぶ教材・授業素材・

学校の取り組み・問題への対応についてまとめられて

いる。

　2005 と 2006 年には，コンピュータ教育開発センター

が情報モラル等についての効果的な指導手法の調査研

究として情報モラル指導サポート事業の中で，情報モ

ラル等の効果的な指導手法等を確立し，研究の結果と

して得られた情報モラル等の効果的な指導手法につい

ては，成果物として取りまとめ，情報モラル等の指導

を全国に普及するために制作した 22）。

　2007 年には，文部科学省委託事業として 「『情報モラ

ル』指導実践キックオフガイド」23）が制作され，情報

モラル等に関する効果的な指導手法について調査研究

がまとめられた。また，情報モラル等の指導を普及する

ため，2005 年よりコンピュータ教育開発センターが「情

報モラル等指導サポート事業」を実施し，情報モラル

等の効果的な指導手法について研究した。研究に当たっ

ては，実践研究協力校において，情報モラル等の指導

を実践するとともに，全国の教員等を対象とした指導

上の質問等に対応するヘルプデスクを開設し，指導上

の問題点等を把握した。これらを踏まえ，効果的な情

報モラル等の指導法を導出し報告書としてまとめた。

　2007 年には，文部科学省委託事業として，「情報モラ

ル指導セミナー『５分でわかる情報モラル』」24）が制作

され，情報モラル教育の必要性と教育全体での位置づ

け，情報モラルの概要説明や具体的な指導内容とその

方法に関するものを約５分の映像でわかりやすく紹介

した。
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表１ 情報モラルに関する各種提案

発行年 書籍名： 内 容 ・概 要 キーワード
発行母体

1999 インターネット活 「インターネット活用ガイドブック」を，文部省委託事業の１つとしてコンピュータ教育開 情報活用能力
用ガイドブック： 発センターが提案し，教員がモラル教育をどのように教えるべきかをネットワーク社会の光と 問題解決能力
CEC 影・影の問題の把握・学校や教師の対応・問題発生時の対応の観点からガイドブックとしてま モラル育成

とめた。 著作権・セキュリティ

2000 インターネット活 「インターネット活用のための情報モラル指導事例集」を，文部省委託事業の１つとしてコ 電子メール
用のための情報モ ンピュータ教育開発センターが提案し，情報モラルの育成の必要性・情報モラル育成のための ＨＰ作成
ラル指導事例集： 指導の在り方・Web ページや電子メール，セキュリティ，人間関係や心身の健康に関する問 セキュリティ
CEC 題と展開例などをまとめた。 なりすまし

2001 ネット社会の歩き 一般社団法人日本教育情報科振興会が情報モラルと情報安全について，アニメーションで学べ 情報モラル
方： 一般社団法人 る教材としてネット社会の歩き方(2005,2011年,2015年改訂)を制作した。インターネットで行 情報安全
日本教育情報科振 われている様々なサービスの正しい使い方を知り，失敗の事例からトラブルを避ける方法を知 ネチケット
興会 るケーススタディ（事例研究）を通して，ネット社会で正しく安全に過ごすための考え方と態 被害者

度を育成することを目的とした。 アニメーション教材

2002 情報化が子どもに 文部省委託事業の１つとして，学校における IT 活用等の推進に係る事業（情報教育の改善に ネット依存
与える影響に関す 資する調査研究）委託事業が情報化が子どもに与える影響（ネット使用傾向を中心として）に ケーススタディ
る報告書：CEC 関する報告書としてまとめた。この報告書には，「インターネット依存」とは・ケーススタデ いじめ

ィ・「インターネット依存」からの脱出，予防・児童・生徒アンケート調査の分析・保護者ア アンケート調査
ンケート調査の分析・教師アンケート調査の分析・海外の「インターネット依存」研究と文献
調査 ・我が国における「インターネット依存」」に関する研究と文献資料を報告している。

2003 情報モラルの指導 情報モラルサポートセンターが，「情報モラルの指導」に関する授業の実践を Web において授 個人情報保護
：情報モラルサポ 業場面の動画を公開した。また，学校全体，教育センター，教育委員会での取り組みや家庭へ ネチケット・著作権
ートセンター の対応など参考となる事例を提供している。 セキュリティ

2004 情報モラルに関す 情報モラル教育の実施状況についてコンピュータ教育開発センター(2006)が全国調査をし，「情 インターネット普及
る調査報告書： 報モラルに関する調査報告書」がまとめられた。これらの内容は，指導の必要性，インターネ 携帯電話
CEC ットの利用環境および利用状況，児童生徒の情報モラル習得状況，これまでの国レベルの施策，情報モラル

指導の現状と既存施策の評価，今後の施策の在り方，情報モラルに関するアンケート結果が示 利用状況
されている。 教員研修

2005 情報モラル研修教 教員研修センターがインターネットを活用する上で気をつければならないことを考えたり学習 違法ダウンロード
材：株式会社エフ したりするために情報モラル研修教材が制作された。体験から学ぶ教材・事例から学ぶ教材・ 不正請求
・シー・マネジメ 授業素材・学校の取り組み・問題への対応についてまとめられている。 オークション
ント ウイルス

2005 情報モラル等指導 情報モラル等の指導を普及するため，コンピュータ教育開発センターが「情報モラル等指導サ ネチケット
サポート事業： ポート事業」を実施し，情報モラル等の効果的な指導手法について研究した。研究に当たって パスワード
CEC は，実践研究協力校において，情報モラル等の指導を実践するとともに，全国の教員等を対象 著作権・情報発信

とした指導上の質問等に対応するヘルプデスクを開設し，指導上の問題点等を把握した。これ 個人情報
らを踏まえ効果的な情報モラル等の指導法を導出し報告書としてまとめた。 なりすまし

2007 「情報モラル」指 文部科学省委託事業として 「『情報モラル』指導実践キックオフガイド」がコンピュータ教育 指導過程
導実践キックオフ 開発センターにより制作され，情報モラル等に関する効果的な指導手法について調査研究がま 個人情報
ガイド：CEC とめられた。 電子掲示板・ブログ

2007 情報モラル指導セ 文部科学省委託事業として，「情報モラル指導セミナー『５分でわかる情報モラル』」がコンピ 指導方法
ミナー「５分でわ ュータ教育開発センターにより制作され，情報モラル教育の必要性と教育全体での位置づけ， 映像教材
かる情報モラル」： 情報モラルの概要説明や具体的な指導内容とその方法に関するものを約５分の映像でわかりや モデルカリキュラム
CEC すく紹介した。 セキュリティ

2008 学習指導要領総則 学習指導要領総則(小 2011 中 2012施行)において，「児童・生徒の時期の情報モラル教育は， 道徳教育
：文部科学省 重要且つ急務であり，情報活用能力の学習と合わせて行われなければならない」などと小学校 情報モラル

段階から情報モラルの指導に取り組むことが謳われた。また，小・中学校の「道徳の時間」に 発達段階
は，「生徒の発達の段階や特性等を考慮し，道徳の内容との関連を踏まえて，情報モラルに関 情報活用能力
する指導に留意すること」とされた。 その他，中学校技術・家庭，高等学校情報においても
情報モラルが取り上げられるようになった

2009 青少年が安全に安 内閣府が青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律を制 有害サイト
心してインターネ 定した。この法律は，インターネットにおいて青少年有害情報が多く流通している状況にかん 権利
ットを利用できる がみ，青少年のインターネットを適切に活用する能力の習得に必要な措置を講ずるとともに， 個人情報
環境の整備等に関 青少年有害情報フィルタリングソフトウェアの性能の向上および利用の普及その他の青少年が フィルタリング
する法律：内閣府 インターネットを利用して青少年有害情報を閲覧する機会をできるだけ少なくするための措置 いじめ

等を講ずることにより，青少年が安全に安心してインターネットを利用できるようにして，青 有害サイト
少年の権利の擁護に資することを目的とした。 犯罪

2013 情報化社会の新た 文部科学省が情報化社会の新たな問題を考えるための児童生徒向けの教材，教員向けの手引書 手引書
な問題を考えるた を学校向けに発行した。これらは，情報モラルに関する指導の一層の充実を図るため，新たな 情報モラル
めの児童生徒向け 問題について，教員が指導する際に役立つ児童生徒向けの動画教材と手引書である。 映像教材
の教材，教員向け ネットトラブル
の手引書：文部科 ネット依存
学省 オンラインゲーム

2014 子供のための情報 文部科学書が「子供のための情報モラル育成プロジェクト」を立ち上げ，スマートフォンの利 ロゴマーク
モラル育成プロジ 用について家族で考えることを提案するスローガンとロゴマークを制作し，より大きな効果が スマートフォン
ェクト：文部科学 得られるように政府だけでなく様々な団体や企業等と協力して取り組み，子供たちの情報モラ 地域連携
省 ルの育成する取組を推進した。 ポスター

2015 情報モラル実践事 文部科学省生涯学習政策局情報教育課が情報モラル実践事例集を開始した「子供のための情報 実践事例・学校主体
例集：文部科学省 モラル育成プロジェクト」の一環として，全国の都道府県・指定都市教育委員会を通じて，情 生徒主体・地域主体

報モラルに関する教育委員会や学校の取り組みを，事例集として取りまとめた。

表 1　情報モラルに関する各種提案 
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　2008 年には，新学習指導要領 25）が告示 (小 2011　中

2012 施行 )され，「児童・生徒の時期の情報モラル教育

は，重要且つ急務であり，情報活用能力の学習と合わ

せて行われなければならない」などと小学校段階から

情報モラルの指導に取り組むことが謳われた。また，小・

中学校の「道徳の時間」には，「生徒の発達の段階や特

性等を考慮し，道徳の内容との関連を踏まえて，情報

モラルに関する指導に留意すること」とされた。

　2009 年には，内閣府が「青少年インターネット環境

整備法」を青少年が安全に安心してインターネットを利

用できるようにすることを目的とし制定した 26）。この

法律は，インターネットにおいて青少年有害情報が多

く流通している状況にかんがみ，青少年のインターネッ

トを適切に活用する能力の習得に必要な措置を講ずる

とともに，青少年有害情報フィルタリングソフトウェ

アの性能の向上および利用の普及その他の青少年がイ

ンターネットを利用して青少年有害情報を閲覧する機

会をできるだけ少なくするための措置等を講ずること

により，青少年が安全に安心してインターネットを利

用できるようにして，青少年の権利の擁護に資するこ

とを目的とした。

　2013 年には，文部科学省が情報化社会の新たな問題

を考えるための児童生徒向けの教材，教員向けの手引

書を学校向けに発行した 27）。これらは，情報モラルに

関する指導の一層の充実を図るため，新たな問題につ

いて，教員が指導する際に役立つ児童生徒向けの動画

教材と手引書である。

　2014 年には，文部科学省が「子供のための情報モラ

ル育成プロジェクト」28）を立ち上げ，スマートフォン

の利用について家族で考えることを提案するスローガ

ンとロゴマークを制作し，より大きな効果が得られる

ように政府だけでなく様々な団体や企業等と協力して

取り組み，子供たちの情報モラルの育成する取り組み

を推進した。

　2015 年には，文部科学省生涯学習政策局情報教育課

が情報モラル実践事例集を開始した「子供のための情

報モラル育成プロジェクト」29）の一環として，全国の

都道府県・指定都市教育委員会を通じて，情報モラル

に関する教育委員会や学校の取り組みを，事例集とし

て取りまとめた。

　これらのことから，情報モラルについては，1999 年

にそれらを対象とした教育が文部科学省の委託事業と

して CEC が提案し，その後，日本教育情報化振興会が

まとめるなど，国の委託事業として取り組まれてきた。

その後，学習指導要領の改訂後には，文部科学省自身

が情報モラル教育に関する施策を実施するようになり，

教材の開発や研修を行うようになった。

３　情報モラルに対する先行研究の整理

3.1　調査方法

　情報モラル教育の実態把握をするために，教育現場

における情報モラル教育に関する実践研究や指導案の

内容を分類整理することで，具体的な指導の実態をま

とめることとした。

3.2　調査対象

①�中学校で情報モラルを主として指導する教科（技術分

野 )の研究会組織（全日本中学校技術・家庭科研究会）

の機関誌「理論と実践」の 1995 ～ 2016 年（No.40 ～

53）の中で，情報モラルを対象とした研究を分析対象

とした。本稿では，理論と実践と記す。

②�情報モラルに関する実践研究論文を，国立情報学研

究所が運営する学術論文や図書・雑誌などの学術情

報データベース CiNii より抽出し，その内容を分析対

象とした。本稿では，実践論文と記す。

③�各都道府県の教育センターなどにでWeb公開されてい

る指導案の中から，情報モラルに関する内容を分析

対象とした。本稿では，指導案と記す。

3.3　調査結果

　調査の結果を表２に示す。調査の結果，1995 ～ 2004

年については，調査対象（理論と実践，実践論文，指導案）

からは，情報モラルを対象とした研究が見つからなかっ

た。これらは，コンピュータが情報通信の手段として

使い始められてた時期で，これらに対する課題意識が

十分確立していなかったことが示された。

  2004 ～ 2007 年の学習項目は，「電子メール」が合計６，

「電子掲示板」が合計５と多く学習されていることが示

された。

　2008 ～ 2011 年の学習項目は，「電子メール」が合計９，

「電子掲示板」が合計６と，2004 ～ 2007 年の傾向と等

しいことが示された。

　2012 ～ 2015 年の学習項目は，「電子メール」が合計

６とこれまでと同様の傾向が示されたが，2004 ～ 2011

年の学習項目にはなかった「LINE」という項目が新たに

確認された。これらのことから，それぞれの時代に活

用されている主たるコミュニケーションツールが学習

の対象であることが示された。

3.4　調査考察                        

  情報モラルの学習は，これまで電子メールや電子掲

示板等を事例に授業が展開される場合が多かった。し

かし，近年では情報技術が進展し続けており，タブレッ

トやスマートフォンなどの機器の普及や，それらで活

用するソフトウェアやアプリ（例えば，LINE など）の

進化など，情報通信に関する環境が変化しており，そ

れらに対応した学習が展開されている。これら情報化

が進展することにより，学習の具体的な対象物は変化し

ているが，情報モラルとして教えるべき本質や内容は，

「ルール」や「マナー」などでありこれらは変化してい

ない。すなわちこれらは時代が経過しても変化しない

ものということが言える 30）。ここで，自体と共に変化

するものと，変化しないものを下記に整理する。
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用するソフトウェアやアプリ（例えば，LINE など）
の進化など，情報通信に関する環境が変化しており，

それらに対応した学習が展開されている。これら情報

化が進展することにより，学習の具体的な対象物は変

化しているが，情報モラルとして教えるべき本質や内

容は，「ルール」や「マナー」などでありこれらは変

化していない。すなわちこれらは時代が経過しても変

化しないものということが言える
30）
。ここで，自体と

共に変化するものと，変化しないものを下記に整理す

る。

表２ 調査結果

①時代が経過しても変化しない学習内容（不易なもの）

（1）道徳的な態度
・自分自身に関することとして，節度や思慮などの道

徳的な判断。

・他者との関わりに関することとして，思いやりや礼

儀などの道徳的な判断。

・社会との関わりに関することとして，正義や規範と

言った道徳的な判断。

（2）デジタル技術の知識（変化しない情報技術）
・信憑性として，不適切な情報が多く存在するという

情報技術の知識。

・公開性として，著作権や肖像権を守り発信しなけれ

ばならないという情報技術の知識。

・記録性として，発信した情報はインターネット上に

記録が残ってしまうという情報技術の知識。

年 代 学 習 項 目 理論と 実践論 指導案 合計

実践 文

2004~2007年 調査対象資料数 1 7 4 12

電子メール 1 5 0 6

電子掲示板 1 2 2 5

ブログ 0 2 0 2

チャット 0 2 0 2

ネット通販 0 1 1 2

2008~2011年 調査対象資料数 2 6 10 18

電子メール 2 3 4 9

電子掲示板 1 4 1 6

ブログ 0 1 1 2

チャット 0 2 0 2

ネット通販 0 1 1 2

2012~2015年 調査対象資料数 2 7 7 16

電子メール 0 3 3 6

電子掲示板 0 2 0 2

ブログ 1 2 0 3

チャット 0 2 1 3

ネット通販 0 2 2 4

LINE 0 3 1 4

・公共性として，インターネットは公共の資源である

ため無駄遣いをしてはいけないという情報技術の知

識。

・流出性として，コンピュータに侵入されてしまうと

いう情報技術の知識。

（3）心理・身体的な特性
・非対面として，受け取る状況や場合によって感じ方

が違うという心理・身体的な特性。

・１対１や多対多として，警戒心がなく情報発信をす

るという心理・身体的な特性。

・依存性として，人との付き合い・夢中になり依存し

てしてしまうという心理・身体的な特性。

・電磁波として，微弱な電波を発しているため公共の

場所で使い分ける必要があるという心理・身体的な

特性。

②時代経過と共に変化するもの

（1）変化する技術特性
機器性能・形態の変化として，サイズの小型化・様

々な機能の追加・通信速度の向上などの変化する技術

特性である。

（2）サービスの変化
サービスの変化として，契約形態の変化や長時間利

用を促進するエンタテイメント性の向上などの変化す

る技術特性である。

４ 教員研修内容および調査

4.1 調査対象および調査時期

2015 年８月および 2016 年８月に，ICT 教育の推進
に関する教員研修に参加した教員 87 名を対象に実施
した。

4.2 研修内容

研修時間は６時間程度で，その中に下記の内容で実

施した。①事前調査（表３），② ICT 機器導入の背景
とその概要，③ ICT 機器を活用した授業プランの検
討として，学校現場での活用実践の報告や課題点と対

応方法，④情報モラルに関するコンテンツの視聴，⑤

情報モラルの学習内容の確認（道徳的な態度，デジタ

ル技術の知識，心理・身体的な特性，変化する技術特

性，サービスの変化について確認），⑥情報教育に関

する授業プランの検討として，学校現場での指導内容

の報告や課題点と対応方法，⑦これまでの研修を踏ま

えて発達段階に応じた指導内容の検討，⑧その後，事

後調査（表４）を実施した。

4.3 事前調査の質問項目

事前調査の質問項目を表３に示す．調査では，質問

項目１「あなたは，インターネット利用上の問題点に

関して興味・関心はありますか」，質問項目２「あな

たは，インターネット利用上の問題点に関する知識は

表２　調査結果                   

①時代が経過しても変化しない学習内容（不易なもの）

（1）道徳的な態度

・�自分自身に関することとして，節度や思慮などの道

徳的な判断。

・�他者との関わりに関することとして，思いやりや礼

儀などの道徳的な判断。

・�社会との関わりに関することとして，正義や規範と

言った道徳的な判断。

（2）デジタル技術の知識（変化しない情報技術）

・�信憑性として，不適切な情報が多く存在するという

情報技術の知識。

・�公開性として，著作権や肖像権を守り発信しなけれ

ばならないという情報技術の知識。

・�記録性として，発信した情報はインターネット上に

記録が残ってしまうという情報技術の知識。

・�公共性として，インターネットは公共の資源であるた

め無駄遣いをしてはいけないという情報技術の知識。

・�流出性として，コンピュータに侵入されてしまうと

いう情報技術の知識。

（3）心理・身体的な特性

・�非対面として，受け取る状況や場合によって感じ方

が違うという心理・身体的な特性。

・�１対１や多対多として，警戒心がなく情報発信をす

るという心理・身体的な特性。

・�依存性として，人との付き合い・夢中になり依存し

てしてしまうという心理・身体的な特性。

・�電磁波として，微弱な電波を発しているため公共の

場所で使い分ける必要があるという心理・身体的な

特性。

②時代経過と共に変化するもの

（1）変化する技術特性

　機器性能・形態の変化として，サイズの小型化・様々

な機能の追加・通信速度の向上などの変化する技術特

性である。

（2）サービスの変化

　サービスの変化として，契約形態の変化や長時間利

用を促進するエンタテイメント性の向上などの変化す

る技術特性である。

４ 教員研修内容および調査

4.1　調査対象および調査時期

　2015 年８月および 2016 年８月に，ICT 教育の推進に

関する教員研修に参加した教員87名を対象に実施した。

4.2　研修内容

　研修時間は６時間程度で，その中に下記の内容で実

施した。①事前調査（表３），② ICT 機器導入の背景と

その概要，③ ICT機器を活用した授業プランの検討とし

て，学校現場での活用実践の報告や課題点と対応方法，

④情報モラルに関するコンテンツの視聴，⑤情報モラ

ルの学習内容の確認（道徳的な態度，デジタル技術の

知識，心理・身体的な特性，変化する技術特性，サー

ビスの変化について確認），⑥情報教育に関する授業プ

ランの検討として，学校現場での指導内容の報告や課

題点と対応方法，⑦これまでの研修を踏まえて発達段

階に応じた指導内容の検討，⑧その後，事後調査（表４）

を実施した。

4.3　事前調査の質問項目

　事前調査の質問項目を表３に示す．調査では，質問

項目１「あなたは，インターネット利用上の問題点に

関して興味・関心はありますか」，質問項目２「あなたは，

インターネット利用上の問題点に関する知識は十分に

ありますか」，質問項目３は，「著作権」，「ＳＮＳ」，「コ

ンピュータウイルス」に関する興味・関心および知識に

関して４件法で尋ねた。また，これらの質問項目によっ

て，教員研修に参加した教員の情報モラルに関する実

態を把握した。

4.4　事後調査の質問項目

  事後調査の質問項目を表４に示す。事後調査では，調

査項目１「インターネット利用上の問題点に対しての

理解」，調査項目２「著作権に対する理解」，調査項目３「Ｓ

ＮＳに対する理解」，調査項目４「コンピュータウイル

ス対する理解」を４件法で尋ねた。また，調査項目５「研

修全体の感想」については，自由記述で回答を求めた。

　これらの質問項目を用いて，教員研修における教員

の学習過程および学習成果を把握した．４→４点，３

→３点，２→２点，１→１点，と得点化し，平均を求

めた（平均は 2.5となる）。事前調査と同一質問項目は，
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統計処理を施し研修前後の有意差を求めた。

表３　事前調査項目 

　あなたの，情報モラルに対する知識や関心についてお尋ねします。

４段階（４　はい　３　どちらかと言えばはい　２　どちらかと言えば

いいえ　１　いいえ）で答えてください。

①�あなたは，インターネット利用上の問題点に関して興味・関心はあり

ますか？

②�あなたは，インターネット利用上の問題点に関する知識は十分にあり

ますか？

③あなたは，著作権に関して興味・関心はありますか？

④あなたは，著作権に関する知識は十分にありますか？

⑤あなたは，SNS（LINEや Twitter等）に関して興味・関心はありますか？

⑥あなたは，SNS（LINEや Twitter等）に関する知識は十分ありますか？

⑦あなたは，コンピュータウイルスに関して興味・関心はありますか？

⑧あなたは，コンピュータウイルスに関する知識は十分ありますか？

表４　事後調査項目

　あなたの，情報モラルに対する知識や関心についてお尋ねします。

４段階（４　はい　３　どちらかと言えばはい　２　どちらかと言えば

いいえ　１　いいえ）で答えてください。

①インターネット利用上の問題点について理解できましたか？

②著作権について理解できましたか？

③ＳＮＳについて理解できましたか？

④コンピュータウルスについて理解できましたか？

⑤研修全体の感想を書いてください。

4.5　調査結果

　調査後に回収した回答から集計に不適正な無効回答

を除いた有効回答は，85名であった。事前調査の結果

より，情報モラルへの興味・関心に関する結果，知識・

理解の程度（事後調査結果も含む）の結果を表５に示す。

有効回答数は，91名であった。

表５　事前事後調査結果

	 	  事前調査	 	  事後調査

	 	 平均	 S.D.     平均	 S.D.	 検定

ネット問題	 興味関心	 3.36	 0.67 

	 知識	 3.09	 0.39	 3.73	 0.41	  *

著作権	 興味関心	 3.09	 0.74

	 知識	 3.01	 0.26	 3.74	 0.67	  *

ＳＮＳ	 興味関心	 2.82	 0.86 

	 知識	 2.91	 0.30	 3.55	 0.53	  *

ウィルス	 興味関心	 3.09	 0.83 

	 知識	 2.55	 0.45	 3.40	 0.48	  **

* p<0.05，** p<0.01

　「情報モラルへの興味・関心」に関しては，問１の「イ

ンターネット利用上の問題点」に関しての平均値は 3.36

と高い値を示している。また，問３の「著作権」およ

び問７の「コンピュータウイルス」に関しての平均値

が 3.09 と高い値を示している。　次に，「情報モラルに

関する理解の程度」に関しては，問２の「インターネッ

ト利用上の問題点」および問８の「コンピュータウイ

ルス」に関しての平均値は3.09と高い値を示した。また，

また，問４の「著作権」に関しての平均値が 3.09 と高

い値を示している。

　このことから，教員研修に参加した教員はインター

ネット利用上の問題点，著作権，コンピュータウイル

スに関しての興味関心が高いと共にそれらの知識を有

していると認識している実態が示された。

　事後調査の結果より，「情報モラルに関する理解の程

度」は，全ての項目で 3.4以上の高い値を示し，有意に

上昇（t検定）した。これらにより，ほとんどの教員が

研修内容を理解できたことが示された。

　自由記述の感想の中で多かったものは，「アニメ―

ションを用いたコンテンツなのでわかりやすかった」，

「身近な事例が多く参考になった」など，情報モラルを

コンテンツ通して具体的な課題を確認できたため，理

解を促すことができたと推察される。また，「情報モラ

ル教育の全体の内容が理解できた」，「道徳的な内容と技

術的内容の必要性がわかった」，「情報技術は進化する

が，指導内容は変化しないものが中心であると感じた」

など，情報モラル教育の概要を理解すると共に，変化

しない指導内容の重要性を指摘する意見も多くの教師

から指摘があった。研修の最後に，発達段階に応じた

指導内容の軽重を議論・検討してまとめたものを表６

に示す。

　これらのことから，本研修を通して，情報モラルに

関する基本的な知識が身に付くとともに，それらの必

要性について修得することができたと推察される。

表６　発達段階に応じた情報モラルの学習内容

	 小 .3.4年	 小 .5.6年	 中学校	 高等学校

道徳的な態度	 ◎	 ◎	 ◎	 ○

デジタル技術の知識	 ○	 ◎	 ◎	 ○

心理・身体的な特性	 	 ○	 ◎	 ◎

変化する技術特性	 	 ○	 ◎	 ◎

サービスの変化	 	 ○	 ◎	 ◎

５　結言

　以上，本研究では，情報モラル教育の国の動向や学

校現場での指導の実態を整理すると共に，教員の意識

調査を行い，発達段階の指導内容を検討した。本研究

で得られた知見を下記に整理する。

① �1999 年以降，国や各種団体が，情報モラルについて

指導の方向性を示し，現在ではそれらで活用される

教材やコンテンツが提案されるようになってきてい

る。

②�情報モラルに関する実践は，情報コミュニケーショ
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ンツールに関する内容が多い。これらの中で，指導

される内容は，機器やアプリの進化と共に変化する

学習内容と，それらによって変化しない不変の学習

内容がある。変化しない学習内容は，道徳的な知識，

変化しない情報技術の知識，心理・身体的な特性で

ある。変化する学習内容は，変化する技術特性，サー

ビスの変化である。

③�教員の情報モラルに関する意識は，インターネット

利用上の問題点，著作権，コンピュータウイルスに

関しての興味・関心が高いと共にそれらの知識を有

していると認識しているが，SNSへの関心やウイルス

に関する知識が少ない実態が実態が示された。

④�６時間程度の研修を受けることで，情報モラルに関

する知識が定着し，それらに対する関心も高めるこ

とができた。

　以上が本研究の成果である。このように情報モラル

は，系統的な指導が必要ではあるが，現時点ではそれ

らの具体的な指導が示されているわけではない。今後

は，実態調査に基づいた系統的なカリキュラムを開発

し，教育実践を通して，その効果を検証したい。それ

らは今後の課題とする。
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